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原爆症認定集団訴訟で内部被曝について証言された矢ヶ崎先生を迎えて

●４月２日（土）
１８：００～２０：３０

●平和ビル５Ｆ
広島市中区福祉センター

広島市役所本庁前

３月１１日２時４６分、東日本大地震が

発生しました。地震と合わせて巨大津

波はその惨状に震撼しました。いま死

者行方不明は２万人を超えようとして

います。そして追い打ちをかけたのが

東京電力の福島第一原発の惨状です。

冷却機能が失われ、炉心溶解など新

たな不安に襲われています。チェルノ

ブイリ原発やスリーマイル島原発事故

をも超えると想定される中で、政府や

東電の対応に不信感がぬぐえません。

そして遂に作業員も被爆、半径３０ｋｍ

の住民の今後はどうなるのか。放射

能拡散はどこまで広がるのか。

内部被曝の第１人者、矢ヶ崎克馬・琉球大学名誉教授は３月２４日、現地の福島に入られ

ました。その帰路、広島で現地からの生々しい報告をしていただきます。ヒロシマを体験し

た市民として原子力の問題と合わせて原発事故についてご一緒に考えましょう。
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白煙をあげ、無惨な姿をさらけ出した福島

第一原発３号機 ３月２１日

１９４３年東京で生まれ、長野県

松本で育つ。１９８２年広島大学

大学院理学研究科で理学博士学位

取得。琉球大学理学部教授、同理

学部長を歴任し、２００９年定年

退職。琉球大学名誉教授。２００

３年から原爆症集団訴訟で「内部

被曝」について証言。著書に「隠

された被曝」、「核の科学と平和」

など。 矢ヶ崎克馬氏


